
〈普及啓発部会：平成２８年度事業計画の評価〉 

 
１．メディアに対するがん情報セミナーを開催する 

実 績：県内のマスメディア関係者を対象としたセミナーを行った。 
評 価：７点 
次年度：次年度以降も、継続的にメディア向けにセミナーを行う。 

 
２．一般市民へ正しいがん情報の提供を行う 

実 績：ラジオ沖縄とタイアップし、がん征圧キャンペーン CM を制作放送した。また、平成 28 年 9 月 29 
日「チャットステーション L」14：00～16：00 にて、がん検診をテーマとした特別番組を放送し、聴衆者よ 
り 200 通ものメールが寄せられた。  
評 価：１０点 
次年度：継続的に普及啓発できるよう、ラジオ局やマスコミ関係へ働きかける。 

 
３．一般向け講演会の人材バンク（講演者リスト）を病院別、疾患別に作成し、協議会ホームページに 

掲載する。 
実 績：講演者リスト更新作業を行い、協議会ホームページへ掲載する。 
評 価：  点 
次年度：引き続き更新作業を行い、配付用の簡易版を作成する。 

 
４．各拠点病院にてがん種毎の担当医一覧を作成し、ホームページに掲載する。 

実 績：担当医一覧の更新作業を行い、協議会ホームページへ掲載する。 
評 価：  点 
次年度：引き続き更新作業を行う。 

 
５．離島圏を含む沖縄県内の中高生に対する「がん検診啓発ポスターコンテスト」を実施し、牛乳パック広告の

掲載を行う 
実 績：沖縄県教育庁の後援をいただき、県内の中高生に対してポスターコンテストを実施した。なお、受    

賞作品は、牛乳パック広告の掲載を行う予定である。 
評 価：１０点 
次年度：次年度以降も継続的に「がん検診啓発ポスターコンテスト」を実施する。 
 

６．学校 PTA を対象とした講演会を開催する 
実 績：平成 28 年 10 月 8 日南風原町 PTA 連合会における PTA 研修会にて、がんの総論についての講義を

行った。 
評 価：１０点 
次年度：次年度以降に繋がるよう広報や PTA 関係に働きかけや開催の打診を行い、継続的に講演会を開催す 

る。 
 

７．教員および学校関係者向けの講演会を開催する 
実 績：平成 28 年 8 月 3 日沖縄県総合教育センターにて養護教諭 5 年 10 年経験者研修会における講演会を

開催した。 
評 価：１０点 
次年度：引き続き、教育機関での講演会が実施できるよう、教育関係機関へ働きかける。 
 

８．児童・生徒を対象とした「がん教育」における講演会を開催する 
実 績：中頭事務所管轄の沖縄市立宮里中学校の「がん教育」公開研究授業(H28.11.16)の実施に協力した。 
評 価：７点 
次年度：次年度以降に繋がるよう広報や、学校関係機関に働きかけ、開催の打診を行う。 

 
９．企業への検診受診率のアンケート調査を行う。 

実 績：アンケートの実施や内容を検討した。 
評 価：２点 
次年度：事業計画の見直しを行う 
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全体目標

【目標】あるべき姿： 県民全員ががんの予防、検診、治療に関する一般知識をもち、がんになった時に適切な判断、行動することを目指す。

中期目標（２年）平成２６年度までにメディア、教育機関、各自治体、企業を通じて、一
般市民ががんについての正しい情報を得られるような環境整備が整っている
指 標 ： 講演会参加者数、コンテスト応募数、 市町村別検診受診率
測定方法 ： 講演会満足度アンケート調査

最終目標（５年後）：一般市民ががんに関する基本的な知識を持ち、がんになったときに適切
な判断、行動することができる
指 標 ： （中期目標と同じ）
測定方法 ： （中期目標と同じ）
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がんにより死亡する人の減少
（75歳未満の年齢調整死亡率の20％減少）

すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生
活の質の維持向上

がんになっても安心して暮らせる社会の構築

【ｱｳﾄｶﾑ目標 4】
学校教育へがんに関する教育の導入、校内での
自主的がん講演会の開催（教員向け、PTA向けで

の定期開催）

【施策5】
中高生に対するがん啓発ポ
スターコンテストの実施、牛乳

パック広告への掲載

①離島圏を含む中高生を対象
としたがん啓発ポスターコンテ

ストの実施
（離島県を含めた学校へ依頼

する）
②ポスターの受賞作は、平成
30年3月までに宮平乳業と提
携し、牛乳パックの広告欄に

掲載する
③ポスターの掲示場所を拡大

する。

【施策6】
①各地区PTA
に向けて、講
演会の講演者
リスト・要項を
配布する

②小中高PTA
向け講演会の
開催とアン
ケート調査

小中高校
PTA100名/年
が講演会に参
加し、アンケー
トアンケート調
査（標準治療
等の基本的な
語彙を知って
いるかの調
査）を行う

（1年間で小中
高いずれかの
学校1校にて

講演）

【施策8】
児童・生徒に
対し、がんに
関する授業を

行う

平成30年3月
までに1回、学
校教育者へ向
けてがん教育
についての講
習会や、児
童・生徒に対
し、がんに関
する授業を開

催する
（1年間で小中
高いずれかの
学校1校にて

講演）

【施策7】
学校教育者向
けのがん教育
についての研
修会を実施す

る

平成30年3月
までに1回、学
校教育者を対
象としたがん
についての教
育指導のため
の研修会を実

施する。
(研修会に参
加した学校教
育者は、各学
校の授業など
で、児童・生徒
に還元する)

離島も含めた公私立小・中・高校

【ｱｳﾄｶﾑ目標 3】
学生のがんに関する
知識・関心が向上する

【対策項目３】

県教育委員会、学校教育機関、またはPTAを媒体としたがん啓発活動

【ｱｳﾄｶﾑ目標 1】
県民が定期的にが
ん情報を得ることが
できる

【対策項目 ２】
一般市民に対しての正しい情報の提供を行なう

【施策1】
①マスコミに正しいがん
情報をレクチャーする

②、及び③一般市民に正
しいがん情報を発信する

【施策2】
がんの予防・検診・
治療等、県民全体
へのがん啓発番組

を企画する

①マスコミを対象としたセ
ミナーを年4回実施する
②がん情報の報道回数

新聞2社：12回/年
テレビ局4社：12回/年
ラジオ局4社： 18回/年
③沖縄県がん資料連携
協議会ホームページ（うち
な～がんネットがんじゅ
う）を充実させて、がん情
報を入手しやすくする。

【ｱｳﾄｶﾑ目標 2】
県民が正しいがん情報を得ることによりがん検診率が向上

する

【施策3】
一般向け講演会の
講師リストを公開・
配布し、講演会を実
施する

【施策4】
専門的な病院にお
ける、がん種毎の
担当医を公開する

①平成29年9月まで
に専門的および標
準的医療機関（２５
施設）へのがん種毎
の担当医リストの更
新の依頼をかける。
②平成29年12月が
ん種毎の担当医の
公開（各病院・協議
会のＨＰ）

①平成29年7月まで
に、拠点病院・支援
病院へ、一般向け講
演会の講師リストの
更新の依頼をする。
②平成29年12月リス
トの公開（各病院・協
議会のＨＰ更新）
③平成30年2月まで
にリストの簡易版を
作成し、学校関係・市
町村・企業に配付す
る

【対策項目１】

県内メディアへ通じ
ての正しいがん情

報の提供

がん征圧キャン
ペーン月間におい
て、がん検診受診
啓発、小児がんや
希少がんの認知
のための、ラジオ
キャンペーンCM
や、ラジオ番組を
企画放送する
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